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●歯周病予防

漢 方生薬 の洗 日液 に よる歯周病 予 防 のた めの開発 と研 究 (2 )
―マスティック (洋乳香) 一

神奈川県開業 渡辺秀司

歯周病の治療の最大の目標に置かれるのは、歯周病原/fB菌の定着の防止と活動抑制であ

る。これらは 健康な口腔環境を形づくる基本であり、そこに、唆合、免疫系が関わり合

つている。

感染は免疫系による生体反応であり、炎症として現れる。多少の組縦障害を伴う生体の

基本的防衛反応である。炎症は免疫反応の結果であり、それ自身問題はない。 しか し、こ

の炎症が拡大し、長期化すること、そして慢性化することは、反応の結果、生産される生

理活性物質により、組織障害を生じる。

そのため、洗口剤を利用して炎症を軽減し、免疫系をコントロールできれば、日腔内の

治療環境をよくすることができ、治療の結果をよい方向へと導く。また、予防やメインテ

ナンスに応用することで、環境保持に効果を現すことができる。

歯周炎への応用を目的にするには、抗菌性の洗日剤は限界があり、治療目標の設定はあ

まり期待できない。しかし、手軽さ、コス トパフォーマンスの側面から考えると、洗口液

での治癒の促進、また、クアの方法という点で利点がある。

マステ ィンク(洋乳香)

マスティックはギツシャ南東部五一ゲ海に面したとオス島だけに自生する木から採取し

た樹脂で、粘性が高くギリシャでは5000 年以上前から構液をガムのように噛む習慣があり、

その習慣を持つ地方の人々は消化器疾患が極めて少ないことが知られている (図 3、4 )。

中国の漢方古典である「図経本草Jには、索陸香 (くんろくこう) と記されているもので、

現在の乳香 と林するものは、アフリカ東北部～アラビア沿岸に産する カンラン科

(B urseraceae) の B osw ellia 属植物の樹脂であり、ギツシャ産のマスティックとは違うも

のである。今日では、アロマテラピーなどに応用される古代アラビアでは儀式に不可欠と

され、オイルを肌に塗り腹痛や疼痛を鎮める薬として使われた。古来の「学L香Jlま、本草書

に書かれた索陸香と同一物で、地中海沿岸地方に分布するウタレシ科 仏nacardiaceac) の植

物の構脂、すなわちMh ST IC H E  R E S IN A であろうと思われる。 これを今日漢方では、

「洋乳香Jと称 している。

洋乳香は、ウルシ科 ((A nacardiaceae) の P istacia lentlscu s L から得られる樹脂で、



マスティンク (M astiぃ C hios M astlc) と呼ばれているが、エーゲ海の C hIOs 島産のもの

が有名であり、薬理作用としては、強い抗菌作用があると言われ、漢方で「証」として捕ら

えてみると、気を調え、血を活かし、痛みを止めるとされる。すなわち駆赫血を主体とす

る生薬で、内服のみならず、外用して外科の要薬ともなると記載されている。

マスティックが世界的に注目されるようになつたのは、1998 年、英国の医学誌 lN F W

E ngland Jou rnal of M edlcineJに「マスティンクガムはピロリ菌を殺す」という論文が発表

されたことがきつかけになつた。日本では、静岡県立大学 (食品科学部微生物学教室) にて

実験が行われ、マスティンクがピロツ菌に対して強い抗菌作用があることが確認されてい

る。

また、ギツシャではマスティックがケアガムとして製品化されているため、唾液性細菌

の抑制効果を調べたが、プラセボガムを使用した二重盲検法にて調べた結果、唾液性細菌

の抗菌効果が認められた (高橋、宮日 (明海大学歯周病講座))。また、大室、出日 (神奈

川歯科大学歯周病講座) においても、食物残澄や細菌生体細胞出来のタンパク質が分解さ

れることにより生じる国臭原因物質である、擦発性硫化物の回腔内濃度の変化をH ah llleter

(コ臭源!定機械) にて源1定、日控内濃度を減少させることがわかつた。

そこで、今回マスティックの回腔内における細菌群に対して最小発育濃度を調べた (M IC

試験)。この実験方法と結果は次の通りである (表 1～ 3 、図 5 )。

試験結果から、マスティンク抽出エキスは、歯周痛関連細菌に対し、抗菌性を有するこ

とが明らかになつた。特に生薬エキスでは効果がなかつた 4 ■ 菌 (アクチノバシラス ・ア

クチノマイセテムコミタンス) に対して、マスティック抽出エキスは M IC が 0 2% で抗菌

性を示すことがわかつた (表 1 )。

また、それぞれの生薬エキスが アを菌 (ポルフィロモナス ジンジヴァリス) に対して、

0 25～2% であるのに対して、マスティック抽出エキスではく0 05% と細菌に対しマスティ

ック抽出エキスが極めて高い抗菌性を示すことがわかった。 o 05% 以下で感受性を有する

ことは、この菌の特性から考えてみると、タンパク質分解能が高いため、日臭予防に利用

できることがわかった。

マスティンクの組成成分は表 5 のとおりである。

組成成分のうち注目すべきは精油成分であり、一般的に精油 (エンセンシャルオイル)

は抗菌作用があリグラム陽性菌のほうが、グラム陰性菌のより感受性が高いとされている

が、マスティックにおいては特定のグラム陰性菌に対して、特に感受性があり極めて特徴

的である。精油の細菌抑制活性の程度は芳香核にあり、フェノール類によるものでオイゲ

ノール、カルバコール、チモール、バニリン、ナルチルアルデヒド等であるが、精油中の

抗菌化合物に関しては研究が限られており、抗菌作用は細菌のエネルギー生産や構造物質

の合成に対して、各種酵素システムを弱体化することと関係があるといわれている。



マスティックの安全性

天然物であるマスティックは長い歴史を持つもので、その経験的側面から見ると安全性

は高く5000 年に及ぶ食用、薬用の歴史があるが、今回、日本において¬我8 年度の厚生科

学特別研究事業として「既存天然添加物などの変異原性を中心とした安全性の研究Jが行わ

れ、平成 13 年度に総括分担研究がしめされたので、そのレポー トを参考に報告する。

(1) 研究の目的

添加物に対する安全性に関して食事を通じての長期暴露に伴う発がん性が最大の懸念で

あり、D N A 損傷性、遺伝子突発変異誘発性、染色体異常誘発性などに関するデータから被

験物質の発がん性リスクを類推することが可能となる。情報がないことから、消費者が漠

然と抱く不安に対して、これら基本データに基づき、網羅的に天然添カロ物の安全性を確認、

類推することにより、一定の安心感を与える意義は大きい。

(2) 研究方法

既存食品添加物 16 品目について変異原性試験を各分担研究所で分担して行う。試験を実

施したものは以下のとおり。

ア 細菌を用いる復帰突然変異試験 (A )

イ 哺乳類培養細胞を用いる染色体異常試験 (C )

ウ げっ歯類を用いる小核試験 (M )

(3) ガムベースについて

16 品目のうちガムベースについては次のものが取り上げられた。( ) は上記試験内容を

示す。

ア コバール樹脂 (M )

イ サングラック樹脂 は、M )

ウ ホホバロウ (A  M )

エ マスティック は、C 、M )

オ モンタンロウ (A C M )

(4) マスティンクに関する結果

本品に関しては細菌を用いる復帰突然変異試験、ほ乳類培養細胞を用いる染色体異常試

験、小核試験が全て実施された。復帰突然変異試験は標準的な菌株の組み合わせ、すなわ

らネズミチフス菌 TA 100、■短535、T A 98、TA 1537 および大腸菌 lI P 2uvIA rpK h1101 の

5 菌株を用い、限界用量である500μョb late、または菌の生育阻害が認められている用畳ま

で試験されたが、結果は陰性であった。In vitro 染色体異常試験は細胞毒性が認められる用

量まで行われた。その結果、代訪す活性化系の存在下において、統計学的に有意な増加が観

察された。ただし、構造異常を有する細胞の出現頻度は6% と、高いものではなかつた。ま

た、ほかの試験条件では陰性の結果であつた。小核試験に関しては限度量である2000Elg/kg



まで試験されており、結果は陰性であった。

その為、全身的なまた、局所的な原因の度合いの比率を確認することが大切である。

歯周病は、宿主の免疫低下による二次的原因で生じることが多く、二次的原因とは、

身的なものと局所的なのものとがある。

P 62 図 1 (文字のみ)

歯周組織の血管循環

象牙質 歯肉血管叢 セメント質 歯槽骨

毛細血管ループ 輪走線維群 歯間線維群

歯根膜内血管 歯槽骨

P 6 3  図 3  図 4  (写真)

P 64  (数値入手後変更、トスティック)
・
J四角で囲む)

歯膜上血管 歯根旗内血管 歯肉血管叢

歯根膜線維群 歯槽骨内血管
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各被験剤ごとのコロニー数の変動
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図 5  (明海大学歯学部歯周病学講座)



表 1 消化器疾患愚者から採取されたピロリ菌に対する

マスティンクの増殖阻止濃度

ピtlり菌の出来

マスティンクの

最小増殖EF 卜濃度

胃潰蕩患者

胃がん患者

十二指腸潰嚇患者

消化器疾患患者

標準株ピロツ菌

2 5pp lll

4 0pp IIl

12 3pp n

22 5p p IIl

50pp III

(静岡県立大学食品栄養科学部微生物学教室)



表 2 歯周病原細菌に対するM IC 抗菌性試験

使用薬剤 マスティックオイル (マスティック50% 、ヤシ精製油 50% )

使用菌株 (1 4 種類)

麟蝕関連細菌 (虫歯菌)  助 妨 四 ″″胸噂 675 1

S ,たフわαttc″S S葱% P ″S  E 206

S ケ″妨 WS 切ゴ所S 4T C C 98 11

効 り,ヶそχおs ″ユ物9四 A T C C 15987

ムC続 の中 , 2θゴ“″frF A T C C 12 104

あ cわb2と必″3 aasα A T C C 393

歯周病関連細菌      P arP B/ or22切23探″ マぶ S 38 1

ゑ 脅1 7抑コ∽2S C, あ冴ω2r2L s  A T C C 35406

P rfフっ沈辺タコ,あoコ″θ拡2 A T C C 25580

打口o況姥c″oす理″″″冴θarrr2 A T C C 25580

ムo江2obaa F7tr3 2ι力" ぅ頭汗oわ″“切′必ns  A T C C 29523

標準菌          Z 拘姥筋め2 滅 M C 106 1

均 初 ∽ trs 2 2ra2● 209P

, aciエエus s,bとと,s

使用培地 麟蝕関連細菌および標準菌の培養、実験には

Bram  heart h ttslcnlB H I培畑 、B rain heart lnltlslcn A garO B I 寒天培的

を使用

歯周病関連細菌の培養、実験には

Yeast,helnln,Ⅵ祖 含有 B rain heart IIIAlsionlB H rYtH ,V K l 培地)

穐ast,heIIlh , 1ヽ(1含有 B rain heai  inh sion A garG H IYtH ,

【ヽ1 寒天培地)を使用

実験方法 1 マスティンクオイルをE tO H で 20% になるように稀釈し、これを波菌後

55℃に保温した各 B H I培地に加え平坦培地とした。

2 各平坦培地に 14 種類の菌を塗抹し歯周病関連7fB菌は嫌気条件下で、他の

菌を好気条件下で 37℃、3 日間培養した。

3 培養後、肉眼で集落の形成がまったく認められない最小温度(% )を最小発

育阻止濃度lHIIC )とした。

(神奈川歯科大学 日腔細菌学教室)



表 3 マスティンクの歯周病原細菌に対する最小発育m 「濃度 価 C )

盟懲関連細菌 (虫歯菌)

助 政χ死セじ"` Zr″幼 o  67 5 1

的 筋″a 辺ど,期どを四S  E 20 6

駒 あ形″″。理 す。 A T C C 98 11

Иレ注ありz ヌ湾庫 拡ョ“口″J A T C C 159 87

玄。あ 砕 , 2a 材切芝ど A T C C 12 104

娩 c力あaあ,″ど後jα A T C C 39 3

歯周病関連細菌

免ヮル切″切西淳昭筋滅お 381

拘 力昭ワ″θ口as θ″あ例北″姥拡o A T C C 35406

あ Иθ後2と=″たち″etFra  A T C C 25580

才七錫 ひただ秘″コ″材92″辺 A T C C 25580

ムあ θ肱あ〃″。2βあわOZッ確あθ″“口″伍ns  A T C C 29523

標準菌

励 o高れ,2 筋  M C 106 1

と形,p フ々カをりa夕ぉarreFS  209P

あ α=″″o suあ拡 。

0 4 %

0 4 %

0 4 %

0 2 %

0 2 %

く0 05%

1 6%

1 6%

< 0 05%

0 2 %

1 6%

0 8%

0 2%

(神奈川歯科大学 口腔細菌学教室)

表 4

マスティンクの最小発育阻止濃度 (ヽ はC )

(マスティンクオイル50% 含tFl

5 , コ″ねコo   0 4    ムoti詢呼 es     0 2

5 , sa 兜釘り3   0 4    P 夕4ダ∽協,    ( 0 0 5

5 , コ協お    0 4     , 切 どうあ し速     1 6

あ αあ2秘 ど3   0 2      P ′を占引″密o拡2      1 6

S , 2 2湾西g    0 8      4 ι冴働,沈をct t s    0 2

娩 芝挽な       0 2      コぃあ妨ユ左わ辺   く0 05



表 5

精油

マスティキン酸   (C 23H 360 4)

マスティコール酸  (C 23H 360 4)

マスティコン酸   (C 23■480 4)

マスティック樹脂  (C 35H 560 4)

苦味成分および不純物

約2 0%

4 0 %

0 5 %

3 8 0 %

0 0 %

5 5 %

P 67

図 6

図7 M : (↓を修正してください ! 1)

図 8、9、10  は写真十ヨメント少々



? 渡辺秀司 (わたなべ ・しゅうじ)

とつかグサーン歯科医院院長

昭和2 2 年 山口県に生まれる

昭和4 7年 神奈川歯科大学卒業

同大学麻酔科研修

昭和 6 3 年 神奈川県横浜市にて瞬業

現在   神奈川歯科大学口腔細菌学教室研究生

0 漢方医薬研究振興財団常任理事

漢方歯科医学研究所所長を兼に

日本歯周病学会会員

著書に「歯周病は自分で防げる治せる」(マキノ出働 他


